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平成 年 月の退厩馬17 3
佐々仁 ディーエスアルザン 牝 休養中 乗馬4

5 JRA田邊 ソレイケ 牡 休養中
佐々仁 アジュディサンクス 牡 休養中 乗馬4
佐々仁 マルダイアイレー 牝 休養中 繁殖4
八木仁 ジョウテンツヨシ 牡 休養中 乗馬4
八木仁 レバンターセイバー 牡 休養中 死亡4
久保秀 エスプリサンサン 牝 栃木県 乗馬3
田邊 マキバセクション 牝 千葉県 用変8
佐々仁 ウツミオペラオー 牡 福島県 乗馬4
佐々仁 フリートミストラル 牡 福島県 乗馬4
田邊 エクスキャリア セ 福島県 用変5
秋山 カドリール 牝 石川県 転厩4
田村 ホワイトオーク 牡 埼玉県 転厩3
田村 ヒロノハヤブサ 牡 埼玉県 転厩5
山崎 ジークフィンガー セ 千葉県 転厩5
足立 ブルーダイナ 牝 東京都 転厩4
秋山 イゾルデ 牝 北海道 繁殖4
八木喜 ドリームゴット 牝 神奈川 乗馬3
八木喜 スミヨシ 牡 神奈川 乗馬3
田邊 トウカイグッド 牡 神奈川 乗馬4
岩本洋 ケイアイアーチ 牝 北海道 繁殖5
八木仁 ビバローズ 牝 北海道 繁殖4
田島 ピケ 牝 北海道 繁殖4
大和五 ノトライアン 牡 千葉県 転厩4
鬼沢 クラネーション 牡 岩手県 転厩7
三橋 ベルールフォンテン 牝 岩手県 転厩5
足立 ミーティアレイン 牡 埼玉県 転厩4
八木仁 タヤスワンサイド 牡 栃木県 乗馬4
八木雄 ビバエイカン 牡 栃木県 用変4
大和五 エイダセンター 牝 千葉県 転厩6
田邊 イニシャルエス 牡 茨城県 乗馬5
高月由 シバノピュラー 牝 長野県 乗馬3
高月由 ジョウテンミラクル 牡 長野県 乗馬6
武井 ユキノツンシン 牡 岩手県 転厩6
鳥飼 キタノザッツ 牡 栃木県 乗馬3
山崎 ゴールドレンジャー 牡 栃木県 乗馬4
岩本洋 コウシュンハット 牡 神奈川 乗馬5
河津 マイネルハロウィン 牡 北海道 転厩5
山崎 シャッターチャンス セ 群馬県 乗馬5
細川 オペラザ 牝 石川県 転厩3
内田勝 ディーエスアレグロ 牝 北海道 繁殖4
山崎 マグナムシュート 牝 宮城県 抹消3
山崎 クィーンジュエル 牝 神奈川 廃用3
長谷茂 ロイヤルクリスタル 牡 神奈川 乗馬4
秋山 ダイイチヤマボウシ 牡 福島県 乗馬3
佐藤健 ワイドトップ 牝 福島県 乗馬9
佐藤健 フォレストタッチ 牝 福島県 乗馬8
佐々仁 ユウダチ 牝 栃木県 乗馬4
鈴木敏 サイレントピース 牡 神奈川 廃用6
細川潔 ペガサスライヒ 牡 茨城県 乗馬7
村田六 キタサンミラージュ 牝 北海道 繁殖5
山田正 ヤヘイベッピン 牝 神奈川 乗馬7
八木仁 マリンハリケーン 牡 栃木県 乗馬6
八木雄 トウカイエンペラー 牡 千葉県 乗馬9
長谷三 マルヨシダイコク セ 茨城県 乗馬7
八木仁 メイハイスーキー 牡 埼玉県 転厩7
田村 ハネダブラッキー 牡 神奈川 乗馬4

* staff room *
●クラシックです。まずはミライの嬉しい桜花賞制覇。掲示板を席
巻する川崎乙女たち。安池成実調教師は涙が止まらなかったそうで
す。牡馬は強烈な一頭の存在大きい今春ですが、川崎勢だって粒揃

あい。逆転ホームランを狙いますよお。

●お昼寝写真第２弾、今回は以前「あの仔の素顔教えて！」の第１
回に登場してくれたジルハー。マ
イペースな性格は健在のようで脚
投げ出してぐっすりです。あんま
り気持ちよく寝ているのでこそっ
と撮ってしまいました。厩舎は大
体人も馬も午前１０時くらいには
調教も食事も終わってひとやすみ
の時間に入りますがその時間によ
うやく調教が終わるのがシンデレ
ラジョウ。負けず嫌いな女の子で
ほかの馬がいると追い抜かさないと気がすまないらしくみんなの調
教が終わってから調教をしないといけないのだそうです。そういえ
ばローレル賞のときもスコーピオンリジイと最後ゴール前競り合っ
ていたなと納得してしまいました。次走は東京プリンセス賞とのこ
とですが彼女自身が悔いのないレースをしてほしいなと思うのであ

楓りました。

●ルーキーの町田騎手。教養センター時代は競走から上がったばか
りの難しい馬に乗る事が多かったそうです。以前私がセンターへ遊

、「 」びに行ったとき 上手な子には気性の難しい馬を担当させている
と言っていたのを思い出しました。きっとセンター時代から期待さ
れていたのでしょう。でも学校に入るまで乗馬は未経験というのは
驚きです。実は今回が私の初インタビューでした。何だか取り留め
ない質問に最後までニコニコと答えてくれた町田騎手。感謝してい

とます！

●前開催のカツマルくんフィギュアプレゼント、みなさん当たりま
したか？全１０色。一番最初の「白」をゲットした方は是が非でも
今開催の「黒」もゲットしたいのでは？そして前開催で「白」をゲ
ットできなかった方は“今度こそ！”と「黒」ゲットに力が入るの
では？（笑）シリーズものが全部揃うって感動ものですよね。残念
ながら私は前開催で抽選漏れしてしまい無念の結果。今度こそ「黒

カツマル」をゲットするために川崎に行きまくるぞぉ～！！

梅

◆◇ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ ４月生まれ◇◆

伊藤勇起厩務員（１日） 沖野耕二騎手（２日） 榎智恵子厩務員（２日）
米田弘一厩務員（２日） 新井健児厩務員（８日） 木村良二厩務員（９日）
鈴木昌浩厩務員（ 日） 三上慎太郎厩務員（ 日） 須藤俊明厩務員（ 日）11 11 12
竹本和矢厩務員（ 日） 長谷川茂調教師（ 日） 横山努厩務員（ 日）12 13 14
市村豊厩務員（ 日） 坂下光弘厩務員（ 日） 伊澤真厩務員（ 日）15 17 18
佐藤利光厩務員（ 日） 林宏史厩務員（ 日） 斉藤美宣厩務員（ 日）19 19 20
日名子武史厩務員（ 日） 柳田剛厩務員（ 日） 岩本洋調教師（ 日）20 22 23
森田祐介厩務員（ 日） 佐々木宗男厩務員（ 日）24 29

長谷川 茂 調教師

誕生日当日は本人もすっかり忘れていたという
が、朝の調教馬場で安池成実調教師に「おめでと
う！」といわれ思い出したという。夜になってお
子さんに「おめでとう」とそっといわれたと嬉し
そうに話してくれた。４月１３日で５７歳になっ
た。
実家は小向厩舎の近所で建築業を営んでいた。

今のように厩舎を囲む塀がなく家の近くを馬たち
が運動して歩いていた時代。小さい頃から動物好
きで馬を見ているうちに乗りたいと思ったとい

う。とにかく馬が好きで好きでしょうがなくて厩舎に遊びに行っているうちに故
・井上宥蔵調教師からこないかと誘われた。小柄な身体と運動神経が見込まれた
のだ。井上厩舎に弟子入りしたのはなんと小学校４年生、１０歳のときだった。
それから下乗りしながら学校に通い中学卒業後は教養センター第９期生として入
った。
騎手時代のことは昭和５０年７月キョウユウマリでのレコード勝ちに今もその

名を刻む。しかしながら「印象があまりなくてね。レコードは勝ってついて来た
に過ぎないものだから。キョウユウマリは先行馬であの日は馬場が速かったとし
か覚えていない。田村さんがカネショウボーイでレコード出したのもあの日。１

」 。 。日に二つもレコードが出たんだ という ハヤシゲルではキヨフジ記念を制した
「ゲートが悪い馬だったね。この時も確かゲートから斜めになって出て、それで
もハナ行って押し切ったんだ」と話す。
川崎の騎手会は現調教師会長の岩本洋師が初代会長、そして２代目会長がと長

谷川師だった。調教料の実現を果たすなど騎手の立場を確立するために奔走した
という。周囲からも「とにかく面倒見のいい人で後輩思いだった」と聞く。
調教中の落馬により脊髄を損傷する大怪我をして引退。まだ３２歳の若さ。１

３，４年騎手生活だったが、１０００勝も達成。佐々木竹見さんが５０５勝した
年には年間１３０勝 「この年は自分の誕生日あたりまでリーディングだったん。
だが竹見さんに一気に追い上げられてね」と笑う。短いながらも中身は濃い騎手
生活だった。
引退後は調教師に転身。開業までの一年は見習い、それから４馬房からスター

トという決まりがあって楽なものではなかった。調教師生活は騎手生活を超える
年数になったが｢今のとこ悔いだらけ。好きだけではやっていられない｣という。
インタビューの間奇妙な泣き声がするので「なにがいるんですか？」と聞いた

らなんと「カラス、名前はラス 。奥様も動物好きで巣から落ち羽を折った雛を」
助けそのまま家族の一員になってるのだそうだ。
とても手際のよい器用な先生だと思った。厩舎の入り口はガーデニングテラス

で季節の花々が鮮やかな色どりを添えている。すべて手作り。話をしながら、厩
舎前の寝藁の掃除から始まり馬具の修理まで話しながらてきぱきと済ませてしま
った。時間の使い方に無駄がまったくなく上手に使える人なのだと感じた。

～ 初勝利おめでとう町田直希騎手 ～＊＊馬事徒然＊＊ ⑤

４月１８日にデビューした町田直希騎手（秋山厩舎所属）
が、翌１９日の陽炎特別で６番人気のスフィーダ（河津厩舎
・牝・６歳）に騎乗し、初勝利をあげた。デビュー戦は９着
だったが、２戦目で早くも結果を出し、素質の高さを見せて
くれた。
スタートから先行三番手のポジションを維持し、４コーナ

ーで先頭という まさに横綱競馬といえる内容 それでも 勝、 。 「
利を確信したのは、ゴール直前」だったという。
デビュー戦当日、そして初勝利の日と、栃木から家族が競

馬場に来ていたそうだ。紹介式では秋山調教師の粋な計らい
で母へ感謝の花束贈呈する場面もあった。目の前での初勝利
は、素晴らしい親孝行になった事であろう。
「デビュー戦は思っていた通りにはいきませんでした」というように初陣は自身の騎乗に

５０点評価。実は（緊張のあまり？）デビュー前日に熱が出てしまったそうだ。
しかし実戦では、ゲートの後ろでの輪乗りの時は緊張したものの、ゲートに入ってからは落

ち着いてレースに集中出来たらしい。さすが「昭和世代最後の大物」である。
「一つ勝てたことで自信になりました 。実は初勝利の日、教養センター時代の教官も偶然競」
馬場に来ていて、裁決室で「おめでとう」と声を掛けていただいたそうだ。所属している秋山
調教師からも 「うまく乗った」とうれしい一言をいただいたらしい。、
毎日朝２時３０分に起床。一日約１５頭ほど調教をつける。初勝利の相棒となったスフィー

ダも調教で乗っていた馬だった。
憧れの先輩騎手たちと一緒にレースに乗れる事については「とてもうれしい。でもまだレー

ス中は自分の事で手一杯です 自厩舎の馬でレースで乗ってみたい馬は？という質問には ハ」。 「
ロードーリーです」と即答してくれた。理由は、教養センター時代、厩舎へ研修に来ていたと
きに世話をしていたから 「いつかは実戦で乗りたいです」とうれしそうに話してくれた顔か。
らは馬に対する愛情が溢れていた。調教をレースにつなげるのはなかなか難しい。レースでは
まだ「肉体的にも精神的にも疲れます」との事だが、語ってくれる表情がとても生き生きと輝

＜と＞いていたのが印象的だった。


